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株式会社NTKセラテックは宮城県仙台市に本社を置き、セラミックを使った製品を開発・製造・販売をしています。
私達の職場は愛知県⼩牧市を拠点に主に静電チャックと⾔われる半導体製造装置の中核部品を国・内外の様々なメーカーに納⼊しています。

私達の担当する職場は『部材受⼊・取引先受払・成績書・出荷・運搬』業務を⾏っ
ています。

男性3名、⼥性2名の5名で結成し活動を始めました。「QCストーリーとQC⼿法を
みんなで学ぼう」をサークル⽅針に掲げ、SDGs⽬標４の「質の⾼い教育をみんなに」
も意識し活動をしています。

サークルレベルはCゾーンで、サークルの強みと弱みの把握を⾏いました。
改善知識とコミュニケーションの底上げを⾏いBゾーンを⽬標に活動を⾏っています。

個⼈レベルの確認を実施し、個々の強みと弱みの明確化を⾏いました。
QCサークル活動を通じて⾃⼰成⻑できるように活動していきます。

リボーン　シップメントReborn Shipment　サークル

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間



様々な⽬標件数が挙がりましたが、根拠を明確にしたうえで⽬標の設定は2023年3
⽉31⽇までに1回⽬の製品・部材の棚卸未検出数を70件以下にする事にしました。

サークル⽅針の「QCストーリーと⼿法をみんなで学ぼう」を実践するために担当者を設
けずにメンバーで考えながら活動しました。計画通りに進めることが出来ませんでした
が、なんとか期⽇までに完了する事ができました。

⽇常業務から問題点をあげ、改善要求度とサークルの実⼒を評価項⽬に取り⼊れテー
マを決めました。選定理由と取り上げた背景を明確にし、QCストーリー型の選定より、
問題解決型で活動を進めていきます。

在庫管理システムの情報をもとに現物の報告結果と照合します。照合の結果、⼀致
しなかったものが未検出として挙がってきます。挙がった未検出を⾃責、他責の確認を
⾏った後、捜索を⾏い在庫管理システムと照合を繰り返し⾏って全てが⼀致したら完
了となります。今回は⾃責をターゲットにしていきます。

現物の未検出数の調査する事から始めました。過去、6カ⽉の調査結果、毎⽉約
270件あることが分かりました。また⾃責、他責の内訳を調査した結果、233件が⾃
責、残りの37件が他責であることが分かりました。

⾃責である⽉平均233件の深堀をする為、未検出数の多い⼯程の調査を実施し、
受⼊⼯程での未検出が特に多いことが明らかになりました。

部材の管理状態の確認を⾏いました。部材は10種類あり、⼩さなワッシャーやネジも棚
卸に該当し、現状では計数間違いが発⽣する事が分かりました。

棚卸の管轄エリアの確認を⾏いました。階層をまたいで計10箇所に点在しているのが
分かり、確認後の会合で整理整頓ができていないとの意⾒も挙がってきました。
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【⽬標の設定】
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【⽬標の根拠】
現状把握②の⼯程別 未検出のパレート図で⼀番割合の⾼かった、「受⼊」を重点指向の考えで
ターゲットにしました。
また、受⼊⼯程は⾃責である為、活動範囲が⾃分達のサークルレベルに⾒合っているからです。
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部材の計数間違いをしない為の専⽤の収納容器を製作または購⼊しました。
誰が⾒ても数量確認が直ぐに出来るよう⼯夫を⾏いました。
受⼊時の数量確認も兼ねて容器に収納を⾏っています。

どのような状態の製品か、部材と品番の関連付けをして誰でも分かるように表⽰の作
成と掲⽰を⾏いました。対策の効果は毎⽉出てきていますが、2⽉時点でも⽬標とし
ている未検出数70件以下には届きませんでした。

「棚卸で未検出が発⽣する」の特性に対して９つの重要要因が挙がりました。 ９つの重要要因と直近での棚卸の未検出理由を現地でヒアリングし関連のある5項
⽬が真の要因であることが分かりました。

「棚卸で未検出を減らす」を⽬的にし効果の⾼い４つの案を取り組む事にしました。 在庫管理システムと関連付けする為、バーコード付き現品票の貼り付けを実施しまし
た。この対策は現状の把握②の調査結果で分かった受⼊⼯程に狙いを定めた内容
であり、未検出数を131件と、49%削減することが出来ました。

この時点で当初⽴てた活動計画から遅れが発⽣していました。
また対策の実施①での効果が想定よりも出なかった為、次回の棚卸までに間に合うよう
に追加の対策として払出部材未検出の改善対策を急遽⾏いました。

この追加対策は推定要因から対策の狙いどころを⽴て対策を実施することにしまし
た。対策としてバーコードリーダーを使⽤し⼿⼊⼒をさせないことで⼊⼒漏れを防ぎま
す。
2件まで未検出が抑えれましたが、計上漏れが原因で0件には出来ませんでした。
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【対策の検討】

9〇◎◎△要領書に落とし込みを⾏う

12◎◎◎◎表⽰を作成し掲⽰する

11◎◎◎〇棚卸担当リストを作成展開する

8〇〇〇〇保管場所を集約する

10◎◎◎△区画線を引く

12◎◎◎◎表⽰を作成し掲⽰する

12◎◎◎◎現品票の貼り付け

9◎〇〇〇不⾜数を解消し積み替える

11◎◎◎〇専⽤収納容器で管理する

7△◎△〇発注先に確認し定量納⼊する

総合
評価

実現性
効果対策案

期間コスト難易度

収納容器を準備する

納⼊数量の単位を⼀定に依頼する

必要数を調べる

不⾜種類を調べる

現品票を付ける

⾒えやすくする

スペースを確保する

対応場所をリスト化する

⽬印（表⽰）を付ける

ルールを明確化する

⽬的を説明する

2次⼿段

製品移送箱を充⾜させる

部材の⼩分け管理を⾏う

未開梱でも棚卸ができるようにする

部材の定位置を決める

棚卸作業者を明確にする

正しいルールで⾏う

1次⼿段

①収納容器がない

②未開梱の製品がある

③保管場所が決められていない

④明確に細分化されていない

⑤ルールを守っていない

棚
卸
द
未
検
出
॑
減
ै
घ

作成⽇︓2022/12/06   作成者︓⽊全◎:3点 〇:2点 △:1点

現状の把握 ⽬標の設定 活動計画の
作成 要因の解析 対策の実施 効果の確認 標準化と

管理の定着テーマの選定 対策の検討



休暇者が出た時の対応ができるように担当者を決めました。
またこの際に整理整頓を⾏うことでエリアの集約も⾏いました。

途中で追加対策を⾏ったり、時間に追われながらもなんとか3⽉の棚卸で⽬標の　未
検出数⽉70件以下を達成する事ができました。 やり切る⼤切さと⼩さな成功体験
をメンバーで共有する事もできました。

良かった点、悪かった点とたくさんの振り返りができました。
スケジュール管理や報連相など、あたりまえの事がなかなかできず反省の多い活動になり
ました。
今後は、⽬的意識を持ち、期⽇を守ることを意識した活動に繋げていきます。

最後に選定漏れしたテーマ2件もQCサークル活動とは別で対応しました。
以上で発表を終わります。

個⼈レベルの確認では⾃⼰評価が下がったメンバーもいましたが、次回⼤きく⾶躍する
為の反省点と課題が⾒つかりました。

標準化と教育は完了しています。
管理の定着は毎⽉の未検出をモニターし⼯程内周知を継続しています。

対策の付随効果として捜索時間と部材計数時間を合わせて6.4時間の短縮が出来
ました。

活動後のサークルレベルは改善の知識が少し向上しましたが、こだわりが強すぎて意
⾒の対⽴からコミュニケーション⼒が少し下がってしまいました。サークルレベルはCゾー
ンのままです。


